
① 豊田市の人口概況（１）

昭和５ １５ ３０ ４０ ５０ ５５ ６０ 平成２ ７ １２ １７１５

旧豊田市 藤岡地区 小原地区 足助地区 下山地区 旭地区 稲武地区
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挙母地区 10.50 11.00 11.60 12.00 
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上郷地区 3.20 3.10 2.86 3.10 
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藤岡地区 0.85 1.13 1.54 1.80 
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小原地区 0.46 0.45 0.45 0.43 
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旭地区 0.42 0.40 0.38 0.35 
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稲武地区 0.37 0.35 0.33 0.31 
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足助地区 1.09 1.07 1.03 0.99 
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下山地区 0.41 0.46 0.53 0.53 

S60 H2 H7 H12
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豊田市都心交通ビジョン懇談会

（資料３）

■豊田市地区別人口の推移
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高岡地区 6.70 7.20 7.30 7.50 
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猿投地区 5.60 6.00 6.10 5.90 
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高橋地区 4.10 5.00 5.20 5.40 
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松平地区 0.60 0.80 1.00 1.00 

S60 H2 H7 H12



② 豊田市の人口概況（２）

旧豊田市町丁目別団塊世代人口

まとめ

（人口推移）

○町村合併、社会増により４１万人

○中心市街地居住者は増加傾向に転換

○高齢者割合は旧町村部で高く旧市内では１０％以下と全国平均より低い

（居住の状況）

○合併の繰り返しにより旧町村を中心として分散型の傾向

○幹線道路沿道に市街地が形成される傾向

○団塊世代が多数居住する地域があり、まちづくりの担い手として期待

旧豊田市の町丁別人口密度

大清水町南岬

志賀町香久礼



③ 豊田市の土地利用現況

売り場面積の推移

■現況土地利用（旧豊田市）

まとめ

（現況土地利用）

○旧豊田市東部、合併市町村部は山林系土地利用中心

○豊田市駅、新豊田駅を中心とする地区に都市的な土地利用

（中心市街地拠点施設分布）

○駅部を中心に商店街が立地

○平面、立体を含めた駐車場が中心市街地に多数立地

（売り場面積の推移）

○商店街への加盟団体数（特に個店）、店舗数、売り場面積ともに減少傾向

（市民の施策に対する満足度と重要度）

○「中心市街地の活性化」、「公共交通」に関する項目の満足度と重要度が乖離

○飲食、ショッピングに関する機能が望まれている



④ 豊田市の交通現況

現況公共交通網

■通勤流動（常住地ベース：構成比上位３都市との流動

昭和６０年 平成１２年

地域間自動車流動量

下山地区

足助・旭・稲武地区

藤岡・小原地区現況都市計画道路網

豊田市（旧加茂５町村）

■通勤流動（従業地ベース：構成比上位３都市との流動）

昭和６０年
平成１２年

豊田地域と外との結びつき
（自動車流動：5000トリップ以上）

まとめ

（通勤流動）

○各合併市町村と旧豊田市のつながりが強い

○岡崎市、三好町、名古屋市とのつながりが強い

○トヨタ本社地区と刈谷市、名古屋市、岡崎市との結節性が強い

○トヨタ本社地区と旧トヨタ東部の住宅地との結節性が強い

（幹線道路の整備状況）

○放射状道路、環状道路のうち北西部の幹線道路が未整備

○幹線道路の整備率は５０％程度



⑤ 豊田市の将来計画

■新市建設計画における都市構造図 ■都市計画マスタープランにおける将来都市構造図


